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論文内容の要旨

本論文は石油化学工業製品の一つであるエタノーノレアミンを利用する微生物の研究から始ま

り，新しいアミノ酸である Oーアノレキ Jレホモセリンの発見，この物質の微生物による生成および

その代謝機構の解明に到るまでの研究を第 1 編 5 章，第 2 編 3 章に分けて論じたものである。

第 1 編では，エタノーノレアミンを唯一の炭素源として生育し，エタノーノレ， n- プロパノーノレ，

nープタノーノレをも利用し得る菌株を土壌より分離し Corynebacterium. ethanolaminophi1um sp. 

E17 と命名し，この菌株によりエタノーノレアミンから約 20% の収率でグリシンを生産すること

を明らかにした。

さらにこの菌株によって，エタノーノレ， nープロパノーノレおよび 'n- プタノーjレからそれぞれ未

知アミノ酸が生成することを発見し， これらが Oーエチノレホモセリン， 0ープロピノレホモセリン

および 0- ブチ Jレホモセリンというエーテノレ結合を有した新しい物質であることを化学的諸性質

や機器分析による解析から明らかにした。 さらに OーエチノレーLーホモセリンを化学合成して微

生物からの生産物と一致することを確認した。

さらにこの菌株の休止菌体を用いた場合には， ホモセリン存在下でメタノーノレおよびかペン

タノーノレからもそれぞれ 0ーメチルホモセリンおよび 0- ペンチノレホモセリンが生成することを

明らかにした。

これらの Oーアノレキノレホモセリン生成能を広い範囲の微生物を使用して調べた結果， Coryneｭ

bacterium, Brevibacterium, Baci11us, Mycobacterium, Nocardia, Streptomyces 等の細菌に

よって生成され，酵母やカピ類では生成できないことがわかった。

第 2 編ではこれらの Oーアノレキ jレホモセリンの生理的意義および生合成機構を追求した。

まず Corynebacterium， acetophi1um A 51 菌株の細胞外抽出液による 0- アノレキ Jレホモセリ
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ン生成酵素の諸性質を調べた。その結果 28，000 x 9-30分遠心上澄液にその‘活性があり，透析酵

素液による実験から ATP と Mg* が必要であり，活性化物質としてグルタミン酸あるいは αー

ケトグノレタール酸などの α- ケト酸が反応を活性化することがわかった。

次ぎに C. acetophi1um. A 51 菌株のアミノ酸要求変異株を用いてホモセリンを中心としたア

ミノ酸代謝と Oーアノレキノレホモセリンとの関連を研究した。 その結果， メチオニン要求変異株

me-74 が， 0ーエチノレホモセリン生成能を欠き，乙のものをメチオニンのかわりに利用して生育

し得ることが明らかとなったので， これらの細菌においては， 0- アノレキルホモセリンがメチオ

ニン生合成糸の中間物質であるという提案をした。これは今まで Salmonella や E. coli によっ

て説明されていたメチオニン生合成系の研究とは異なるものである。

さらに， 0ーアノレキノレホモセリン生成酵素はアルコールによって誘導され， グルコースによっ

て抑制されること，メチオニンによって抑制および阻害されるという興味ある調節機構を明らか

にし7こ。

以上のような 0- アノレキノレホモセリンの生理的，生化学的研究からこのようなアミノ酸のエー

テ Jレ化合物はメチオニンの代謝およびアノレコーノレ類の代謝とに重要な関連があることが明らかと

なった。

論文の審査結果の要旨

本論文は種々な微生物が多くのアノレコーノレ類からそれぞれのア jレコーノレとホモセリンとのエー

テル化合物である 0- ア jレキノレホモセリンを生成することを発見すると共に，乙の化合物がメチ

オニンの生合成の中間体となること，また乙のアミノ酸の生合成が無細胞酵素液で ATP などの

存在下ホモセリンとアルコーノレとから行いうること，さらに生合成酵素はエタノーノレによって誘

導され，メチオニンによって抑制することなど種々な新しい貴重な知見を与えた。

このアミノ酸はエーテ Jレ結合をもったアミノ酸として天然に見出された最初のものであってこ

のような化合物』が広く微生物の代謝生産物として存在すると共にアミノ酸代謝に関係することは

きわめて興味あることで，微生物によるアミノ酸生産の基礎および応用の問題に大きな貢献をな

し得る一方，エーテノレ化合物の代謝という生合成化学反応の興味ある新しい面を開拓する ζ とが

できた。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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